
団体名： 下山商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.4 ％） （達成度 100.0 ％） Ｂ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 105.9 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 26.2 ％） （達成度 80.0 ％） Ｃ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 233.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 97.8 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 133.3 ％） （達成度 125.0 ％） Ａ Ａ 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

○

目標
数値

12
実績
数値

16
目標
数値

8

目標
数値

78
実績
数値

78
目標
数値

青年部・女性部事
業

青年部・各委員会・部会員間で
の交流や社会福祉を通じて地
域との関わりを持つことにより、
地域社会の発展に寄与するこ
とを目的とする。また、商工業
者の後継者である青年、若手
経営者に対し、経営に必要な
税務、労働、情報化等の知識
の取得や資質の向上を図るた
めの、講習会等を開催し小規
模企業の振興、発展を目的と
する。

・部員　　　　16名（青年部）
・青年部講習会参加者数10名
　
青年部全国大会参加　　　3名

青年部員・商業
工業観光各部

会部員

指標

青年部部員数

指標

研修会等参加者数

講習会の開催で知識と資
質の向上を図ることができ
た。ノウハウを地域社会の
発展に役立てられた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

10

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○

目標
数値

4
実績
数値

4
目標
数値

情報化推進事業

商工会のホームページを通じ
て会員事事業所のPRを行うとと
もに、ホームページを通じて会
員への各種の情報提供を行う。

・会員事業所の利便性を高める
ための事業（ホームページでの
事業所の紹介等）
・ホームページ登録事業所
　　 　　　　　　　　　　　　　78件
・ニッポンセレクト．Ｃｏｍ
　への支援事業所数　　　2社
・グーペ（HP作成サービス）
　  　登録支援事業所数　1社

商工業者

指標

ホームページ登録事業所

指標

事業所への情報提供が迅
速に発信することができた。
会員事業所のPRができ、会
員事業所の売上に貢献し
た。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○

商店街のシンボルである大
沼弘法山歩道整備事業を
通じて、商店街への愛着醸
成につながった。
商品券発行事業により、地
域住民からの地区内事業
者への利用促進ができた。

総
合
評
価

Ａ

45
実績
数値

44

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商店街・街づくり事
業

商店街活性化を目的とした、商
業活性化委員会及びその他商
業観光振興を活かした事業の
研究を行う。
プレミアム付き商品券発行事業
により、地域内消費を喚起し、
地区内事業者の活性化につな
げる。

・商業関係団体指導回数　4回
・プレミアム付き商品券
　　　　　　利用可能店　44社

商店街事業者

指標

団体指導回数

指標

商品券利用可能店

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

とよたの特産品展
の出店者が開催時
期により減少するた
め、目標値は下げ
る。その他物産展
への出品・出展は
引き続き支援してい
く。

○特産品展等

　H17年の市町村合併以降、豊
田市内に１商工会議所・６商工
会が存在する。そこで、１商工
会議所・６商工会そして豊田市
が協力し、豊田市の特産品を
外に向けて販売、PRする。

・とよたの特産品展
　参加事業者：3者（下山地区）
・愛地球博記念公園
　北口休憩棟
　特産品コーナー出品
　　　　　　　　　　　　2者4商品

小規模事業者

指標

事業参加者

指標

豊田市内の1商工会議所、
6商工会合同で金山総合駅
にて特産品展を実施。また
商工会連合会主催の物産
展へ出展し、事業者及び地
域のPRにつながった。

目標
数値

3
実績
数値

7
目標
数値

経営革新及び労働保険実
務、税務の知識の向上が
図れた。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
12

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○

目標
数値

実績
数値

講習会等

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとって
必要な税務、労働、情報化等
の知識の取得を図り、事業者の
資質向上を目的とする。

・小規模事業者の知識の取得
・個別指導（3回）　12人
・集団指導（4回）　11人
　（内経営革新　1回2人）
　　　　　　　計7回 　23人 小規模事業者

指標
受講者数（集団）

指標
受講者数（個別）

目標
数値

42
実績
数値

11
目標
数値

15

記帳継続指導

商工会職員が、個人事業主等
を対象に正しい記帳方法や決
算・確定申告の指導を行い、適
正な税務申告と経理の自計化
や計数管理による経営力の向
上に結びつける。

・小規模事業者の経理事務の
合理化
・指導延回数　　　　　450回
・対象小規模事業者数　 36件
・指導延日数　        282日 小規模事業者

指標

記帳指導対象者数

指標

目標
数値

250

記帳指導を通じて、企業の
経営状態を把握し、企業経
営に役立てることが出来
た。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

34
実績
数値

36

236
目標
数値

10

総
合
評
価

Ａ

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
地区内小規模事業者の金
融、税務、労務等について
支援できた。

目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

実績
数値

10

　2024年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標①

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○
巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者を中心に、商工
会職員が金融相談、税務相
談・労働相談等経営全般につ
いて様々な相談への指導をす
ることにより経営及び技術の改
善を図り、企業を育成するととも
に、創業予定者を始めとした経
営全般に係る相談窓口の設置
により、経営改善に資する指導
を行う。

・巡回窓口指導実企業数 87社
・巡回窓口指導延件数　236件
・課題解決提案件数　　　10件
・経営革新承認件数　　　　1件

小規模事業者

指標

実績
数値



団体名： 下山商工会

得られた効果 備考目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　2024年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標①

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 108.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 85.2 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 96.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 56.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 82.5 ％） （達成度 ％） Ｃ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○

目標
数値

40
実績
数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査事業

経営支援を図るため、アンケー
ト方式による地域の経済動向
調査を実施する。

小規模事業者への経済動向調査
の実施
調査対象事業所
・商業サービス業　22社
・工業・建設業　　 11社
　　　　　　　　　 　計33社

商工業者

指標

33
目標
数値

指標

管内における経済動向を分
析し、地域内小規模事業者
の経営判断、経営支援の
参考資料として活用するこ
とができた。

調査対象事業所

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

392000

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○産業団体

観光協会、カード会の活動をサ
ポートし事業運営に協力するこ
とにより、国、地方公共団体、地
域社会への貢献や発展のため
の一助となり、ひいては商工業
の活性化に資することを目的と
する。

・観光協会事業参加事業者
　　　　　　　　　　　　　　　　24社
・ポイントカードによる売上高
　　　　　　　　　　　　392,000円

小規模事業者
の団体

指標

イベント参加事業者数

指標

ポイントカードの売上
豊田市しもやま観光協会と
連携して、観光客へのPRを
図り訪問を促した。そして小
規模事業者の育成、活性
化につながった。
またしもやまSSカード会の
活動を通じて、商店街の活
性化を図った

目標
数値

24
実績
数値

24
目標
数値

700000

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

青色申告会・法人
会

青色申告会、法人会等の税務
支援団体の活動をサポートし、
事業運営に協力することによ
り、商工業の活性化に資するこ
とを目的とする。

・税務講習会　１回
・法人会・青色申告会
　 加入件数　82社

下山地区内の
法人、個人の青

色申告者

指標
法人会、青申会会員数

指標

税務指導団体の活動をサ
ポートしたことで、商工業者
の税務支援が図られた。

目標
数値

85
実績
数値

82
目標
数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○労働保険事業

事業主等の委託を受けて、事
業主に代わって労働保険料の
申告納付その他労働保険に関
する各種の届出等の事務手続
きを行うことにより、中小企業主
の事務処理の負担を軽減し、
労働保険の適用促進及び労働
保険料の適切な徴収を図ること
を目的とする。一人親方建築組
合も同様に指導する。

・労働保険委託事業所数27社
一人親方建築組合員数　19人
　　　　　　　　　　　　　　計46件

委託事業所

指標

委託事業所数

指標

事業所の労働安全意識の
向上と事務軽減や効率化
が図られた。

目標
数値

54
実績
数値

46
目標
数値

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

○福利厚生事業

中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を図る
ために、各種共済制度の普及
等、企業の健全な育成に資す
ることを目的とする。

・中小、小規模企業の経営、
　雇用の安定性を図る
・各種共済の加入件数　217件

商工業者

指標
各種共済の加入件数

指標

事業所の経営や雇用の安
定に寄与できた。

目標
数値

200
実績
数値

217
目標
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


